
PL.6 SB07-02
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l S807 02検 出状況 南から _⑤

:: :::子 EI: ::;1子冨 冨4i:   Δ
4 SB07-02 P09断 面 南から
5 SB07-02 P10断 面 南から

;:緊弼 :略 解目 冨宋:X
8 SB08 04・ 05完掘 南西から
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PL.7 SB07-03

l SB07-03完 掘 】ヒ東から
2 SB07-03 P31 bf面  南から
3 SB07-03P82断面 南から
4 SB07-03P84断面 南から
5 SB07 03 P85断 面 南から
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l SB08-01 完掘 南西から
2 SB08-01 P01断 洒耳 南から
3 SB08-01 P43断 面 南から
4 SB08-01 P30断 顧耳 南から
5 SB08-01 P25断 面 南から



PL.9 SK08-37

l SK03-37完掘 東から
2 SK08 37断 面 西から
3 SK03 37断 面 南から
4 SK08-37 断再百 東から
5 SK08 37断 面 】ヒから



PL.10柱列・柵列
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=4柱列 08-02P08-15完 掘 引ヒから
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5柵列 08-01完掘 南西から
6棚列 08-01P38断 面 Jヒ西から
7柵列 08-01P39断 面 】ヒ西から
8 柵列 08-01 P40 凹〒面 】ヒ西から
9柵列 0801P41断面 Jと西から



PL.1l SD07・ 08

l SX07-92 SD07-19 SD07-119完 掘 西から
2 SX07 92東 畦断面 南西から
3 SX07 92中 央流路断面 東から
4 SX07-92 西端断面 東から
5 SD07-19aセクション断面 東から
6 SD07-19cセクション断面 東から
7 SD07-119 断面 東から
8 SD07-119と SX07 92の 切り合い 東から
9 SD03-17 南吉剛千面 商から
10 SD08-17 引ヒ吉B断面 南から
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PL。 12波板状遺構

干Ⅲ襲
舗浮騨 1 波板状遺構 完掘 南東から
,1.1 2 SK33断面 南から
3 SK34断 面 南から
4 SK35 断F面  南から
5 SK36断 面 南から
6 SK37断 面 南から
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PL.14 出土遺物 (2)



PL.15 出土遺物 (3)



PL。16 出土遺物 (4)



PL。17 出土遺物 (5)
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PL.18 出土遺物 (6)



PL.19 出上遺物 (7)
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PL.20 出土遺物 (8)
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ふ り が な
所収遺跡名

ふりがな

所在地

コ ー ド
】ヒ 糸章 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

とくまんらんじょいせき

徳万頼成遺跡 ”朗
“閥
心棘

162086 208123 360 38′  12″ 1370 0' 48〃 2007712-
20071225

2,3081暫 一般国道 359
号砺波東バイ
パスの建設

36°  38′  12″ 137°  0′  48″
2008729～
2008912

2931暫

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

徳万頼成遺跡

散布地 奈良時代、平安時代 杭列、道路遺構、清?
須恵器、土師器、石帯、

木杭
平安時代の杭列を検出

集落
鎌倉時代、南北朝時

代、室町時代

掘立柱建物 3棟、溝、
土坑、ピット

中世土師器、珠洲、青磁、

白磁

掘立柱建物により構成される集

落を検出

集落 江戸時代 溝、杭列
越中瀬戸、近世磁器、木杭、

煙管吸口、砥石、磨石

調査の要約

調査地は、奈良時代には東大寺領荘園 (伊加流伎・井山村)の推定地であり、平安時代末期に荘園が経営難に陥

ると鎌倉時代初期には徳大寺家が領主となり、般若野荘が成立する場所である。これまで般若野荘の荘域におい

て秋元窪田島遺跡や久泉遺跡で発掘調査が行なわれたが、当該期の明確な集落跡が検出されたのは初めてである。

遺構は、掘立柱建物、道路遺構、清、土坑などが検出された。道路遺構は、東西方向に走っており、 2条の溝と

波板状遺構を有する。古代に遡る可能性をもつこの道路遺構を主軸として、その南北に掘立柱建物が 4棟配置

される。すべての遺構が東西もしくは南北の方向性をもっていることから、東大寺領荘園時代の条里制の痕跡が

中世集落にまで影響を及ぼしていたものと考えられる。また、東大寺領荘園時代の杭列を検出したことが注目さ

イ■る。
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